
 

    ＜実行委員長あいさつ＞ 

子供たちの豊かな育ちのために時代に添う学校事務を 

求めて 

                                                                                   

～魅力ある学校をともに創る学校事務職員を目指そう！～    

  東北各地から皆さんようこそ宮城県名取市においでくださいました。 

本県は、東日本大震災から 8年目に入った今でも、1,200 名を超える行方不明者が 

おり、復興半ばではありますが、教育現場では、学校で学ぶすべての子どもたちが、 

夢と志をもって、安心して学べる教育環境の確保を目指した取り組みを進めており 

ます。 

   平成２９年４月、私たち事務職員の職務「従事する」から「つかさどる」に改め 

られ、働き方改革関連法案可決による「学校における働き方改革」の中で、私たち 

は、大きな変化に対応できる人材として、これまで以上に学校運営に参画する力を 

求められています。 

この大会に参加し、他県の仲間との意見交換をとおして、自らの考えを深め、多 

くの意見の中から、より良いものを模索し、これからの自分の力にしていく場となれ 

ば幸いです。 

東北はひとつ 

                                                   
《県別大会参加者数》       その他東北地区外内訳 

                        千葉県、静岡県 各１名                           

                          総数 ６５９名     １０月９日現在 

                                                        

                          

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

🙇お詫び🙇 

      研究集録中Ｐ220 に掲載の名取市マスコットキャラクター「カーナくん」の紹介で、カーネーションの 

「カー」と名前の「ナ」と記載しておりましたが、正しくは名取の「ナ」でした。訂正し、お詫び申し上 

げます。 

 

 

山形県 

８５名 

福島県 

 ７９名 

宮城県 

３０４名 

岩手県  

６５名 

青森県 

 ６３名 

秋田県 

 ６１名 

広報タイトル「おらほさきてけさいん」について 

宮城県北部の方言で、『こちらに来てください』、

『いらっしゃい』の意味です。気仙沼のおかみさん

（元タレント）「けせんぬまちゃん」がテレビ番組

「欽ドン」の中で呼びかけたのがきっかけで、話題

になりました。 

研究集録の表紙について 

 日本三景「松島」の満月です。 

 写真は、松島町からデータをいただいております。こ

の機会にどうぞお立ちよりください。 

宮事研会員全員で歓迎します。 

 

 

 

 

 

大会実行委員長 

 山家 隆司 

 

 


